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本誌記事は執筆者の原著あるいは発表に基づいており、記事の一部に医療用漢方製剤の承認外の記載が含まれています。
医療用漢方製剤の使用にあたっては、各製剤の添付文書などをご覧いただきますようにお願い申し上げます。
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日本東洋医学会学術総会のスポンサードセミナーとして例年開催しております 
本シンポジウムは今回で31回目の開催であり、私がコーディネーターとなって10年目
の節目でもあります。本シンポジウムの歴代のコーディネーターが続けてこられた

「こんな時には漢方を」の基本コンセプトを継承しつつ、「漢方エキス製剤の上手な
使い方 －困ったときの この一手－」と題し、新たな目線で現代医療へエキス漢方
を取り入れる実践的な方法を、エキスパートの先生方によるディスカッションを 
通してご提案することで、先生方の明日からの実臨床に役立つシンポジウムを目指
してまいります。

本シンポジウムは二部構成となっております。第一部では「困った時のこの一手」
と題して、日常診療で治療に難渋していた疾患に対し、漢方治療を併用することに
よって、より優れた効果や高い満足度が得られた症例をご提示いただき、日常診療
における漢方療法の取り入れ方、文字通り漢方エキス製剤の上手な使い方について
考えてまいります。

第二部では、「現代の口訣の構築」と題して、頻用処方の中から柴胡桂枝湯と人参
養栄湯を取り上げ、有効例を通じて処方の臨床応用、使用目標、すなわち現代の 
“口訣”を導きます。人参養栄湯は2017年開催の本シンポジウムで取り上げており
ますが、本シンポジウムではさらにバージョンアップを図りたいと思います。
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